
令和７年２月１５日、宮城県東松島市において整備が進められていた矢本運動公園体育館（建築面積約９５２㎡）

が完成し、落成式が行われました。本施設は、地域の健康増進と災害等の避難場所としての機能を持ち、東松島市が、

防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく防衛施設周辺整備統合事業として、令和５年度～令和６年度

に、建物部分約４億３千万円のうち、補助金約１億３千万円を活用し、整備しました。また、体育館の備品には、同

法に基づく特定防衛施設周辺整備調整交付金約１．４千万円が活用されました。

式典では、渥美巖・東松島市長が、「本施設は、各種武道に加え、様々な年代の方が親しむことのできるニュース

ポーツを楽しめる施設となっております。これから市民の皆様にはこの体育館を有効的に活用いただき、スポーツ健

康都市の名のとおり、世代を超えたスポーツ交流を通し元気なまちづくりの一助となることを祈念しております」と

挨拶しました。

また、東松島市の柔道協会、剣道連盟、躰道協会、空手道連盟の選手代表も挨拶をし、施設の完成を祝いました。

【東松島市】 矢本運動公園体育館 落成式 ～東北防衛局～

完成した体育館の全景 体育館の完成を祝いテープカット 式典の後、躰道などの演舞を披露
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